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光熱水費・設備改修費を損していませんか！ 

快適性を損なわず、さらなる省エネ·省コストを進めるために
は、「設備の最適化」を実施することが重要です。 

◆リーフレット「設備の最適化のススメ」  

◆チューニング対策簡易診断ツール  

設備の最適化の解説、チューニン
グ対策の取組手順や削減メリット
を整理した事例、更新時のダウン
サイジングのメリット等を紹介し
ています。 

 設備の最適化とは 
 チューニング実証結果 
 ダウンサイジング調査結果 
 チューニング対策70項目 
 実証事例（５事例） 

 

 事業所全体の削減ポテンシャル
を表示（左） 

 対策種別の削減効果と省エネ対
策の達成度を表示（下） 

≪リーフレットイメージ≫ 

≪ツールイメージ≫ 

容易に実施可能なチューニング対策を発見し、削減効果（コスト）を算出します。 
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◆ 設備の最適化とは 
 設備の運用方法を改善するチューニングと、設備改修時に必要な設備容量に変更 
 するダウンサイジングを合わせて行う、効果的な省エネ手法です。 

 
【チューニング】 
 使用実態に基づき、設備を適切に運転することでエネルギーロスを抑制 
 例: 換気量調整、照度調整、運転スケジュールの設定等 
 
【ダウンサイジング】 
 使用実態に基づき、設備改修時に必要な容量とすることで定格時の性能向上と、 
 軽負荷時の効率低下を抑制 
 例: 熱源機、ポンプ、ファン等を設備容量が小さいものに更新等 

◆ 設備の最適化の具体例 


